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平成２１年度採用分優秀若手研究者海外派遣事業（特別研究員用） 

申請書作成要領 
 

Ⅰ 申請書の作成について ････････････ 1 
Ⅱ 申請書の記入について ････････････ 1 
Ⅲ 申請書の添付書類について ････････ 3 

 

Ⅰ 申請書の作成について 

(1) A4 版、両面コピーとし、正本１部を提出してください。 

(2) 本会「優秀若手研究者海外派遣事業」ホームページ(http://www.jsps.go.jp/j-wakatekojin/index.html)「募

集要項」に募集要項・申請書の電子ファイルを公開していますので、できるだけ活用してください。      

(3) 所定の様式を改変したり、申請書に新たに用紙を加えたりすることはできません。本会が指定した書類（下

記Ⅲ参照）以外添付できません。これらが守られていなければ不備の申請書とみなします。内容に矛盾の

あるもの、記入漏れなどについても不備とみなします。もし、該当するものがあった場合は、審査にあた

り不利益を生じることがあります。 

(4) 電子ファイルを用いて申請書を作成する場合、下記の点に注意してください。 
・作成にあたっては、日本語で１０ポイント以上の文字で記入してください。 
・様式中の各項目について枠の拡大縮小等の変更、指定されたもの以外の項目の付加、及び記入しない項目

の省略等、様式の加工・変更はできません。 
(5) 申請書を手書き等にて作成する場合、下記の点に注意してください。 

・ワープロソフトにより編集しない場合は、所定の用紙に直接印字してください（所定の用紙に「切り張り」

することはできるだけ避けてください。はがれ落ちて申請者に不利益が生じても、本会では責任を負いま

せん。）。 
・手書きで記入する場合は、黒インク又は黒ボールペンで丁寧に記入してください。 

・記載内容を訂正する場合は、  （２重線）で消し、書き直した上、訂正印を押してください。（修正液

での訂正は不可。） 
 

Ⅱ申請書の記入について 
1.申請資格等 

〔英字〕〔英語〕と指定された項目以外は日本語で記入してください。 

■申請者の氏名等について 

項 目 記 入 要 領 

①氏名・漢字 
特別研究員として登録されている氏名と厳密に同様としてください。 

 

②氏名・フリガナ 姓と名の間は１字あけてください。 

③氏名・ローマ字 
姓と名の間は１字あけ、姓・名の順に、姓はすべて大文字、名は最初の一文字は大文

字あとは小文字で記入してください。 

④採用年度・受付番

号 資格 領域 

特別研究員として採用された年度と本会から通知された受付番を記入して下さい。さ

らに、５つの資格の内自身の該当資格を○で囲み、領域を記入してください。 

（例）２１年度採用 受付番号１番   ２１ － ００００１ 

ＰＤ 医歯薬学 にて採用  → SPD ○PD  RPD DC2 DC1 
                医歯薬学 

⑤国籍 

どちらか選んでください。その他の場合には別紙コード表Ｆを参照して、国名とその

コード記号を記入してください。また、国籍がその他の場合には、永住許可がなけれ

ば申請資格がないので、日本に永住を許可されていることを証明する「外国人登録済

証明書」又は「外国人登録原票記載事項証明書」を添付してください。 
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■研究課題名について 

項 目 記 入 要 領 

⑥研究課題名 
特別研究員の研究課題名と厳密に同様としてください。異なる場合は、受け付けるこ

とが出来ませんので、ご注意ください。また、その英訳を記載して下さい。 

 

 

■派遣期間について 

項 目 記 入 要 領 

⑦派遣を希望する期

間 

派遣開始日は、 

第１回：平成 21 年 11 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで 

第２回：平成22年 1月 1日から平成22年 6月30日まで 
の間に日本を出発してください。それ以外の派遣開始日である場合、受け付けることが出

来ませんので、ご注意ください。 

 (例) 派遣期間 平成２１年１１月１日～平成２２年４月３０日まで（ ６か月） 

平成 21 年 11 月 1 日時点で既に海外に滞在中の者が申請する場合は、派遣開始日を 11 月 1

日とした上で、「主な過去の渡航歴」の欄に、既に滞在していることがわかるように記載し

て下さい（平成 21 年 7 月 30 日更新）。 

 

■派遣先について 

項 目 記 入 要 領 

⑧国   名 別紙コード表Ｆを参照して国名とそのコード記号を記入して下さい。 

⑨受入機関名 

海外における優れた大学等研究機関をひとつ選び、それぞれ英語と和訳名を記入して

ください。複数の研究機関を受入研究機関として申請書に記載することはできません。

また、我が国の大学等学術研究機関・国公立試験研究機関等が海外に設置する研究所

等、又は営利を目的とした民間研究所等を受入研究機関とすることはできません。大

学以外の場合には、その機関に関する説明書・パンフレット等を添付してください（詳

細についてはWEB上のＱ＆Ａの 20 を参照してください）。 

⑩受入部局名 
受入機関において所属することになる部局名を、英語と和訳名で記入してください。

複数の部局名を受入部局として申請書に記載することは出来ません。 

⑪受入研究者氏名

〔英字〕 

英字でFAMILY NAME、First Name、Middle Nameの順に記入してください。FAMILY NAMEに

ついてはすべて大文字で、First Nameについては最初の文字のみ大文字であとは小文

字で、Middle Nameについてはアルファベットのイニシャルと省略記号「.」で表記し

てください。 

⑫受入研究者の職

名〔英語〕 
英語で記入してください。 

⑬受入研究者連絡

先 
海外における受入研究者の連絡先を記入してください。 

 
■渡航中の連絡先について 

⑭渡航中の申請者

の連絡先 

渡航中に本会から連絡を取ることのできる、申請者の連絡先を記載して下さい。 
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2.優秀若手研究者海外派遣事業申請者調書 

 

申請書に記載されている注記を踏まえた上で記入してください。 

 

項 目 記 入 要 領 

主な過去の渡航歴 

・大学院在籍時から派遣開始予定日までの間で海外において行った研究活動について、

訪問先、目的、期間等を記入してください。 

(例) 英国・ケンブリッジ大学 海外特別研究員 2007 年４月１日から 2009 年３月 31 日

・平成 21 年 11 月 1 日時点で既に海外に滞在中の者が申請する場合は、必ずそのことがわ

かるようにこの欄に記載して下さい（平成 21 年 7 月 30 日更新）。 

派遣先における受入

研究者との連絡状況 

・関連する往復書簡等の送受信の日付、内容を明記して下さい。 

(例) 2009 年 7 月 30 日 優秀若手研究者海外派遣事業に採用された場合の受入について 

 

3.派遣先における研究計画 

申請書に記載されている注記を踏まえた上で記入してください。 

 

4.外国で研究することの意義（派遣先機関等の選定理由） 

申請書に記載されている注記を踏まえた上で記入してください。 

 

Ⅲ 申請書の添付書類について 

下記の書類を申請書に添付してください。 
 
(1)派遣先における受入研究者との連絡状況を示す主要な往復文書 ……………………… 写し１部（Ａ４版） 

・往復文書とは、海外における受入研究者とのやりとりを示すもので、優秀若手研究者海外派遣事業に採用

となった場合には受け入れる旨が明記されているものです。形式については、電子メールの写し等でもか

まいませんが、連絡状況のわかる主要なもののみ提出してください（詳細についてはWEB上のＱ＆Ａの 19

を参照してください）。 

・英語以外の言語によるものには、日本語訳も添付してください。 

 

(2)外国人登録済証明書【該当者のみ】……………………………………………………………… 正本１部 

・外国人は、日本に永住を許可されていることを証明する外国人登録済証明書又は外国人登録原票記載事項

証明書を添付してください。  
 
(3)海外の受入研究機関に関する説明書・パンフレット【該当者のみ】………………………… 正本１部 

・海外での受入研究機関が大学以外の場合には、その機関に関する説明書・パンフレット等を添付し、営利

を目的としていなことを分かるようにしてください（詳細についてはWEB上のＱ＆Ａの 20 を参照してくだ

さい）。 


